
 

 

記入日：令和４年 １月３１日 

令和４年度 特別養護老人ホーム さくらユニット運営計画書 

 

              ～私たちは、地域に信頼されるべき存在であり続けます～ 

 

中期経営計画目標    ：“ＫＡＩＧＯ × テクノロジー” 

(2020.4-2023.3)    ～超高齢化社会・生産年齢人口急減社会にあっても、地域の皆様に高品質のｻｰﾋﾞｽをお届けするために～ 

法人事業計画目標    ：介護福祉のよいところは守り、みなおすべきところは“飛躍的な革新”を図る 

 

ユニット運営計画目標：負担は最小限、効果は最大限 

 

                      行 動 計 画 表     (期間：令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31日) 

区分 項目 ねらい 手順 
具体的行動計画（実践をするために何をするか） 

実施結果と今後の展望 
誰が 誰に対して 何を どのように いつまでに 

１ ➀➄ ﾕﾆｯﾄの職員が自身の能力
や立場を理解し、職員同
士が信頼し合い、入居者
の生活を支える 

実施 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 
ｹｱﾜｰｶｰ 

 経営理念 
老人福祉
法 

ﾕﾆｯﾄ会議において経営理念
及び老人福祉法第 33 条を唱
和する 

毎月  

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 
ｹｱﾜｰｶｰ 

 社会人基礎
力の向上に
向けた活動 

社会人基礎力向上に向けた
研修・勉強会・動画閲覧・読
書などを行う 

偶数月  

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ ｹｱﾜｰｶｰ 人事考課 人事考課の面談の際に、社会人
基礎力に関して、足りない部分
や改善点などを明確に指摘する 

６月 
１２月 

 

４ ➀ 情報共有の在り方を変え
ることで、情報共有の精
度、時間の改善を図る 

準備 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ  情報共有
の方法 

情報共有を動画及びﾊﾟｿｺﾝや
ﾀﾌﾞﾚｯﾄ上で行えるよう環境
を整備する 

７月  

説明 ｹｱﾜｰｶｰ 各種ﾂｰﾙの 使い方をﾕﾆｯﾄ会議においてｹｱﾜ ８月  

施設長 ﾌﾛｱﾘｰﾀﾞｰ 作成者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

使用方法 ｰｶｰに説明し、運用開始する 
実践 
改善 

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 
ｹｱﾜｰｶｰ 

 情報共有 実施していく中で、問題点な
どは抽出し、ﾕﾆｯﾄ会議で改善
点を話し合い、よりよいもの
としていく 

随時  

３ ㉒ 鈴鹿市の名物などを入居
者に食べていただき、街
のひとこまや喜びを感じ
ていただく 

計画 
購入 

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 
ｹｱﾜｰｶｰ 
管理栄養士 

 鈴鹿市の
名物 

前月のﾕﾆｯﾄ会議において、次
月に提供するものなどを決
定し、購入などの準備を行う 

毎月  

実施 入居者 入居者に食べていただき、そ
の模様などをｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑだよ
りに掲載する 

毎月  

その他➀ 見守りｶﾒﾗを使用し、複数
個所の状況把握できる体
制を作り、業務効率化、
負担削減を図る 

準備 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ  見守りｶﾒﾗ
に関して 

使用する見守りｶﾒﾗを選定
し、ﾕﾆｯﾄ費にて購入する 

４月  

説明 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 
ｹｱﾜｰｶｰ 

 見守りｶﾒﾗの使い方をﾕﾆｯﾄ会
議において説明する 

４月  

実践 
改善 

実施していく中で、問題点な
どは抽出し、ﾕﾆｯﾄ会議で改善
点を話し合い、よりよいもの
としていく 

随時  

その他➁ LIFE ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸを検証す
ることでｹｱの複合的実践
に繋げていく 

説明 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 
ｹｱﾜｰｶｰ 
生活相談員 
看護職員 
機能訓練指導員 
管理栄養士 
介護支援専門員 

ｹｱﾜｰｶｰ LIFE に関
して 

LIFE ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸﾃﾞｰﾀを検証
し、ｹｱの変更を行う 

随時  

実施  LIFE 変更点などを検討し、問題点
などをﾕﾆｯﾄ会議において話
し合う 

随時  

入居者 LIFEﾌｨｰﾄﾞ
ﾊﾞｯｸ 

実施結果などを LIFE のﾃﾞｰﾀ
に反映し提出、以後 PDCA ｻｲ
ｸﾙを回すことでｹｱの恒常的
な向上を図る 

随時  

その他➂ 職員個々の能力に応じ、明
確に目標設定を行い、各職
員の能力向上を目指す 

確認 
認定 

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ ｹｱﾜｰｶｰ 課題 各職員の向上すべき点など
を抽出し、それぞれの目標設
定に応じた研修や指導内容
を決定する 

４月  

説明 方 向 性 や
やること 

どのようなことをし、何を目
指すのかをｽﾀｯﾌにしっかり
と把握してもらう 

５月  



 

 

実施 ｹｱﾜｰｶｰ  学ぶこと 各種研修などを通じ能力向
上を図る 
学んだことはﾕﾆｯﾄ会議にお
いてﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸする 

随時  

その他➃ 口腔ｹｱに関して研修を受
け、入居者の口腔ｹｱに活か
す【継続】 

受講 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 
ｹｱﾜｰｶｰ 

 歯科衛生士
による口腔
ｹｱに関する
指導 

歯科衛生士による口腔ｹｱに
関する指導を受ける 

月２回以上  

ﾌｨｰﾄﾞ 
ﾊﾞｯｸ 
計画 

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 
ｹｱﾜｰｶｰ 
生活相談員 
特養係主任 
看護職員 
機能訓練指導員 
管理栄養士 
介護支援専門員 

ｹｱﾜｰｶｰ 指導内容 受講した内容をﾕﾆｯﾄ会議に
おいてﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸする 
ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸした内容に関し
て、対象となる入居者を選定
し、実施計画を立案する 

毎月  

実施 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 
ｹｱﾜｰｶｰ 

入居者 口腔ｹｱ 計画を実施する 随時  

検証 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 
ｹｱﾜｰｶｰ 
生活相談員 
特養係主任 
看護職員 
機能訓練指導員 
管理栄養士 
介護支援専門員 

 実施した
口腔ｹｱに
関して 

実施した内容に関して、ﾕﾆｯ
ﾄ会議において見直しや改善
を図る 

毎月  

その他➄ 入居者の排泄ｹｱに関して、
排せつ支援計画について
PDCA ｻｲｸﾙに沿って実施す
る【継続】 

計画 
 

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 
ｹｱﾜｰｶｰ 
特養係主任 
機能訓練指導員 
介護支援専門員
生活相談員 

入居者 排せつ支
援計画 

入居者毎に排せつ支援計画
を策定し、介護ｿﾌﾄに入力す
る 

３か月毎  

実施 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 
ｹｱﾜｰｶｰ 
看護職員 
機能訓練指導員 
介護支援専門員 

計画を実施する ３か月  



 

 

検証 
改善 

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 
ｹｱﾜｰｶｰ 
看護職員 
機能訓練指導員 
介護支援専門員 
生活相談員 

計画更新の際に、ﾕﾆｯﾄ会議に
てﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを行い、検証した
結果に応じて、更新した排せ
つ支援計画を立案し、介護ｿ
ﾌﾄに入力する 

３か月毎  

その他➅ 移乗等の介護業務に関し
て、床走行式電動ﾘﾌﾄ・ｽﾗｲ
ﾃﾞｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞの活用を進
め、入居者及びｽﾀｯﾌの身体
的負担の軽減を図る 

準備 
説明 

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ ｹｱﾜｰｶｰ 床 走 行 式
電動ﾘﾌﾄ 
ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ
ﾎﾞｰﾄﾞ 

床走行式電動ﾘﾌﾄ･ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ
ﾎﾞｰﾄﾞの活用に関し、動画な
どを使用しながらｽﾀｯﾌ全員
が入居者により最適な形の
移乗の提供を心掛ける 

３か月毎  

実施 
検証 

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 
ｹｱﾜｰｶｰ 
機能訓練指導員 
介護支援専門員 

入居者 介護ｿﾌﾄ 実施し、出てきた課題などは
その都度修正を行う 

都度 

その他➆ 虐待防止･身体拘束適正化
及び身体拘束廃止の概念
を各職員が理解をしたう
えで業務にあたる【継続】 

準備 施設長 
介護支援専門員 
生活相談員 
ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 

 資料 
 

虐待防止・身体拘束適正化及
び身体拘束廃止に関しての
研修資料を準備する 

６月 
１２月 

 

実施 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 
ｹｱﾜｰｶｰ 
介護支援専門員 
生活相談員 

 研修実施 ﾕﾆｯﾄ会議において、虐待防
止・身体拘束の適正化及び身
体拘束廃止に関する研修を
実施する 

６月 
１２月 

 

 


